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革新炉や既存炉への機械学習技術の導入促進を目的に、 AI 技術のうち特に機械学習技術に着目した、原子

力分野の信頼性評価の基本的な考え方の草案を開発している。特に、プラント保安分野 AI 信頼性評価ガイ

ドラインをベースとし、原子力特有の変更点としてリスク回避性の指標の簡易評価手法を検討した。 
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1. 緒言 

石油化学プラントの保安分野を対象として AI（特に機械学習）の信頼性評価に関して整備された、「プラン

ト保安分野 AI 信頼性評価ガイドライン」[1]をベースとし、原子力分野における AI の信頼性評価を検討した。

ベースとしたガイドラインでは、機械学習の品質を「利用時品質」、「外部品質」、「内部品質」の 3 階層に分

け、それらの達成を通じて機械学習利用システムの信頼性を管理する。そのうち、「外部品質」が機械学習要

素の満たすべきことを指し、「リスク回避性」と「パフォーマンス」に分けられる。このリスク回避性のレベ

ルについて、原子力分野でどのように評価すべきかを検討した。 

 

2. AISL（リスク回避性のレベル）の考え方 

 機械学習要素の誤判断による悪影響に対する回避の

要求の強さに応じてレベルを設定し、これを AISL と呼

ぶ。原子力分野においては、取り扱うリスクの内容、リ

スクレベルが一般産業等と必ずしも一致しないことを

踏まえ、右図のように AISL の評価方法の変更を検討し

た。フロー中に記載の AISL 表は、機械学習要素の誤判

断に起因する人的または経済的な影響の強度と、誤判

断を人間が回避する可能性の程度で、レベルを簡易評

価するものである。今後、具体の機械学習要素を有する

AI技術で評価を実施し、課題抽出や改善等を実施する。 
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図. AISLの設定フロー 
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